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右 肩 ( 
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okE こ ムン 較 P ツ さも.Q リ KN で 於 避 " 

2Q 先 選対 評 電 づつ” 稼 つ っ 層 G 細 學 
SN 舞 つ っ 悪 衝 舞 移 入っ 駅 0 

^ っ 裏 抱 Ss@5 福重 二 せ や り 
ぶつ づつ うっ 夏 や っ だ S っ 式 ” 蘭 G 穫 折り 


生玉 5 me 巨 竹 さ 昌 汎 で づつ うっ や や 人 OY 


数 は 


班 点 が あり 
すん で いる が , 
だ 
2 
と の 居 
地 の 


ー 種 . 上 体 に 白い 


北海 道 や 本 州 の 山地 な ど ( 


ホン ガラ ス . チョ コレ ー ト 色 を し た 小さ な カラ ス の 


と クチ バシ と アン シ と の 色 は 黒い . 
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So 6 sh 3 NE 5 ce 
1 hG ツン N9 
Q 志 ン 
4 当 り Q 
GS ン 甘 
あぶ G 天 
公 人 ひ 姓 
ド 補 ヨ 
に いり 地 痢 
中 半 回 學 
人 や 蘭 
X ヤレ で や 
く で ぐ 規 
へ ie 。 ヨゴ 
bk っ 軸 @ 
ト ソ 。 性 
KR ヤセ 民 。/。 
ふさ 。 よ 避 
く Q R 


っ Q 型 
っ. 2 
都 久 づつ 
ン 撤 唱 
仙 X Q 東 
り K 地 中 
当 K 寺 セ 
ky 中 G 
で モ 人 SN 
皿 民 。 路 
< 。 
中 唱 いい へ 
、 NG m 太 
ュ  J 
く NRN 心 生 
り 1 H 
RNN 。 
ヾ 翼 ト ヤ 


山中 湖 


三 カ 水 南 よ りみ る 


山中 湖畔 ま の みる 


富士 山 の 登山 が どの 方 面 か ら ひ ら か れ た か は よく か ら な い が , 南北 朝 の 末期 に は ニ 三 
の 道路 が あっ た よう で ある . 江戸 時 代 に 富士 講 の 連中 が ひら いた 吉田 口 は , 現在 で も い 
ちば ん 便利 で , 人 の 多い 登山 口 で ある . その ほか いろ いろ な 登山 道 や 間 道 が ある が , 山 
の 気分 を あじ わ う に は 精進 で , 御殿 場 ロ と 須 走 口 と は 登山 より も 下山 に つ ご う が よ い . 


富士 山 を 周回 する 道 は 三 つ あ る . 第 一 は 火口 を 一 周 する 御 鉢 まわ り . その 展望 は 壮快 き 
少 ま りな い . 第 二 は 中 腹 を 一 周 する 御中 道 まわ り . 富士 の 山体 に し た し み , まり の 山 
山 を な が め ある に よい . 第 三 は 往 野 まわ り . 富士 五 湖 (山中 湖 , 河口 湖 , 本 柚 湖 , 西 / 湖 
精進 湖 ) を 中 心 と し て , 丘陵 , 樹海 , 風穴 , 人 穴 な どす ぐれ た 風景 と 天然 紀念 物 が ある . 


Wem 宮 忘 写 秋 団 ′ 販 ヨロ 員 Ne く 届 や 

KK 宗 所 路 功 っ 折 昧 り っ 電 " 還 り Hm 

っ 走 必 が 性 時 算 皿 准 中 の つろ いろ 
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9 で 人 畑 午 離 Q 

凶 6 り ^ 徐 回 9 受 悪党 り い 矢 な 
四 守 J" 人 忠 環 電 人 立 革 串 G 民 2 ゃ ^ 
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SQ P” 人 革 折田 紙 ゴ ロリ 環 押 全 

S 均 玖 の っ う で? 條 叶 斉 り 紀 9 セ 

で 羽 江 把 人 OSG て E 才 

弓 Q お 8 人 S つく 下 く 朱 守 の ろう の 介入 

和信 D 押 后 G 和 時 放り 半 叶 問 で る 

Y 屯 や に 思わ 組 据 つい 選 で お 
^ 細 士 淵 二 ミ 106 刀 選 P 人 6 で 89 


う 


暗 ス 
eS 


ャ トド 路 
忠 
所 Ke < つ 
各 
I 


西洋 人 
ラッ 


イギリス 公 
道 案内 


こ 登 
だ た 
\ れ よ 
ト 
は 700 円 . 強 カ は 500 円 . 


ス を と る . 
メリ カ 人 が いる , 


折 謙 所 の 


i 
ジャ ヤマ ( 


リカ 人 や ゃ 多く , 五 
る . 乗合 


項 上 で 
登 
年 


泊 
山 す る コ 
こ 富 士 
元 


目 の 


近 は フ 


富 山 し 
延 5 
使 の オー ルコ ッ ク で て ある, 


くら いま て 荷物 を あけ る . 
五 合 目 ま て 料金 は 500 円 . 
フ プ て むり し て , 五 合 目 ま 


各 登山 で は な る べく 高 
て 登る 


ニ 合 

く 自動 車 を の り し 
と し て い 

馬 が 待っ て いる . 


富士 山 に は 湧き 水 が な い . 
屋根 の 上 に お いた 残 雲 か 
ら た れる 水 を , 砂 で こし 
て 屋内 の 桶 に た め て 飲む 、 


小 御岳 紳 邊 か ら み た 吉田 
口 五 合 目 . 九 軒 の 小屋 が 
階段 杖 に な らん て いる が 
どこ て 聞い て や ゃ 五 合 目 だ 
と いう . 本 当 の 五 合 目 は 
天地 境 と よ ば れ て いる ・ 


昔 は 五 合 目 で 一 泊 し た が 
現在 は 馬 返 し まで 自動 車 
が 入る の て 人 合 目 て 一泊. 
数 軒 の 室 と 郵便 局 . も う 
頂上 ま て 草木 の な い 簡 道 


六合 目 か ら 廿 合 目 へ . そ 
ろ そ ろ 小 体 止 が 多く な る ・ 


士 合 目 か ら 八 合 目 . 道 は 
けし い . 一 体 み する 人 ・ 
高山 病 で 気分 が や る く な 
る 人 . 張力 に お ぶさ る 人 - 


九 含 目 の 迎 い 薬師 か ら 胸 
突入 丁 を 登り きる と 頂上 . ーー 
さあ , も う 一 息 と いう 所 . ーー と 。 こ 


。 


山 で 死ね ば 人 界 の 罪 が 清 


め ら れる と いう , 富士 講 
の 連中 に と っ て は 富士 山 
MR 計時 
書 行 . 六 代 目 の 食 行 身 江 
は 六合 目 人 烏帽子 岩 に 自ら 
断食 し て 骨 を 埋め た . 御 
鉢 ま わり , 御中 道 ま わり 
は 今 で こそ 挟 し い 登山 道 
だ が 昔 は 必死 行 だ っ た ろ 
う .. 今 で ゎ 中 道 は 富士 講 
の 聖地 で ある . 雲 切 不動 
で 心身 を 落ち つけ 大 沢 を 
少 た る と 「 大 沢 大 行 」, 小 
御岳 御 征 で 「 大 願 成就 」 
の 極 印 を 杖 に うけ る . 翌 
地 に ふれ た 杖 の 下 敵 を 白 
紙 に つつ み , 水引 を か け 
上 端 を つい て か える 行者 


の 顔 は 喜び に 輝い て いる 
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冬 の 富士 山 を ね ら う アル 
ピ ニ ス ト た ちがい る . 12 
月 か ら 1 月 まで は こと に 
風 が 強い か ら , 接 雲 が そ 
の まま 積 っ て いる の は 御 
鉢 の 中 くら いで て , 寺 は か 
た くし まり , 青 氷 に な っ 
て いる 所 や ある 。 吉田 口 
な ら 夏 道 の あ る 尾根 の 右 
の 沢 に 風 を よ け ア イ ゼ ン 
を ふみ し め て 登る . アイ 
ゼン を 使う 登山 の 練習 に 
ゃ も よい 山 だ が , 寺 に お お 
少 れ た 富士 は 山 と し て や 
すばらし い . し か し 強風 
と 疲労 に は いつ や 注意 せ 
よ . 人 衝 合 目 附近 で 天候 が 
激変 する と 初め て の 人 に 
遺 難 が 多い . 一 人 は ぐれ 
痢 難 し た 測候所 員 や も いる. 
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” 硬 普 証 り 細 8 の ろう で りり の 知人 お で 
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に に EPSSTIS ピア ミン 
記 まつ リロ 委 ン 多 h@ の つう やり 江西 叫 4S 
Q く 羽生 思っ つの つり 琴 で で ye9 つる くつ 
ヨ 時 ぐ 1 抵 G 掴 1 長 G 幼 やっ < Gr 
補 づ や" 條 りつ や <-e や G 聞 罰 づつ で し ば 
や 細 二 ゴロ だ ne 王 昧 で ぐるめ 力 聞 
虹 ロ n い SOSACn5 1 票 G ゴ 7 
1 玲 ぐ 瓦 り る "福重 走っ で mm 
家 G ポ ン ポ つう っ 設 弄 称 泥 玉 Jo や Syn 


部 の 
ゃ ない: 
孔 は 


ヤマ ハ 
ラ と 落ち る 秒 


ン ノ キ が 生え て いる だ け . 
(ナメ ) 


間 を 走っ て いる . 
は 
べく 
植物 の 生 


層 
ナメ 沢 は 測量 
は 求む べ 

つき そう や ゃ や ない 荒地 だ 


大 宮 五 合 目 を 退 り 大 沢 ま 
その 


で は 砂 叱 の 道 

な め ら か か な 交 岩 

が , 

赤沢 , 

地図 ( 

ザラ ザ 
踏み あと を いつ の ま に か 
9 引 も で し まう 。 

縮 


フジ アザ ミ . 花 の 径 が 5 て 
7cm や も ある . アザ ミ の 王 . 


青 ナ メ 沢 を こえ お 庭 へ ゆ 
く 道 ば た に , カラ マツ の 
枯木 が 風雲 に さら され て 
白骨 の よう に 光っ て いた . 


大 小 の 寄生 火口 が 病 集 す 
る 天狗 の 庭 (お 託 )、 カラ 
マツ は 風 や 雲 に いた め ら 
れ , ひね こび て し まっ た . 


中 道 の 北西 側 の 一 角 . お 
庭 か ら 頂 上 を 望む . 前 方 
の 砂 喉 地 に オン タデ や ミ 
ヤマ ヤナ ギ が 白く 見 える 。 


タカネ バラ. 大 き な 美 し 
いう す や も ゃ 色 の 花 が 史 く 。 


ナメ 況 , 鬼 沢 を こし て し 
ば らく ゆく と , 廣 い 櫻 沢 
に で る . ミヤ マハ ン ノ キ 
な どの 浴 木 が まし て くる . 


櫻 沢 を 後に する あたり か 
ら カ ラマ ツ の 奮 木 が まし 
て くる . 次 岩 流 に そっ て 
詳 の よう に の びている 林 . 


朝 の 影 富 士 . 大 沢 か ら 南 
アル プス を 塵 む . 朝日 に 
て らし だ され た 富士 の 影 
が 下界 と お く は っ て いた -. 


富 士 山 項 に て 


富士 講 の 和信 は 火口 を 御 鉢 
と か 内 院 と いう . 周囲 を 
めぐ る 火口 壁 の 八 幅 ( 刻 , 
白山 , 久 須 志 , 大 日 , 伊 
豆 , 成就 , 駒 , 三島 ) を 一 
周 する 御 味 まわ り は 1 時 
間 に み た ぬ 天 界 の 道 進 だ . 


み 
登山 期 を すぎ る と 押 測 所 
員 の ほか は みな 山 を 下る . 
フト ン を ほし , 破れ を つ 
くろ っ て , 下山 の 準備 だ 

k」 
富士 山 の 高 さ と いう の は 
市 ヶ 峰 の 頂上 の 高 さ て あ 
る . その 標 梓 が た っ て い 
る と ころ に 畠 測 所 が ある . 

守 
成就 后 か ら 東 の の 河原 
を 下る と 銀 明 水 . 井戸 に 
雲 ど け 水 を た め サ イダ ー 
瓶 に つめ て , 評 っ て いる . 

ドコ 
大 宮口 を 登り きり , 馬 ヶ 
岳 を 右 に 見 る と ころ に , 
浅間 御 征 の 身 院 が ある . 
浅間 の 本 宮 は 大 宮 に ある 、 

ドコ 

火口 を 左 に みて お 鉢 を まま 
り 吉田 口 の 小屋 に で る . 
登山 期 の 盛り に は 山道 が 
銀座 通り の よう な 賑 い だ 
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1 木 綿 62 京都 御所 と 112 東 京 潮 167 埼 玉 県 213 自然 と 心 
2 比 東 二条 城 113 汽車 の 窟 か ら 168 男鹿 半島 。 214 空 か ら み た 
3 南 水 洋 の 捕鯨 63 赤ちゃん 一 東海 道 一 1609 フラ ンス に 5、 
4 魚の 市 場 64 オー スト 114 地図 の 知識 古寺 巡 礼 215 世界 の 人 形 
5 アメ リカ 人 ラリ アプ 115 尋 170 滋 賀 県 216 愛 知 県 
6 アメ リカ 65 ソ ツ ヴェ ト 連 邦 116 硫黄 の 話 171 白 浜 217 諏 入 滑 
7 雪 の 結晶 66 能 117 伊 172 東京 218 鉄 と 生活 
in 8 写 真 。 67 千 船 118 は きも の 国立 博物 館 219 山口 県 
シー 90 グ 2 68 東京 案内 119 173 千 県 220 雲 積 山 
10 紙 69 平 長 120 源氏 物語 絵巻 174 籍 根 。 221 北 泉 
濾 11 蝶 の 一 生 20 手 術 121 農村 の 婦人 175 細胞 の 知識 222 江 南 
12 鎌 倉 。 71 宮 島 122 出 雲 176 国 遍 路 223 四 川 
写 13 心 と 顔 72 広 島 123 アル ミニ ウム 177 村 の 一 年 224 広州 一 大 同 
14 動物 園 の 73 佐 渡 124 水害 と 日 本 人 ーー 秋田 一 225 室 科 
け も の 74 比 葵 山 125 日 本 の 178 セザンヌ 226 山水 画 
真 を 了 皇 75 阿 交 や きも の 179 石 川 県 227 三 重 県 
16 策 雪 76 信貴 山 126 具 の 生存 180 発 琶 湖 228 白 山 
文 17 いか る が の 里 縁起 絵巻 127 イス ラ エ テル 181 仏陀 の 生涯 229 鵜飼 の 話 
18 鉄 77 針 葉 樹 128 伴 大 納 言 絵詞 182 香 川 県 230 島 + 根 県 
庫 9 川本 所 一 7 近代 著 術 129 瀬戸 内 海 183 日 本 
20 雲 79 日 本 の 民家 130 飛 烏 。 -1955 年 10 月 8 日 - 
目 si 汽 車 "go 季節 の 魚 131 聖母 マリ ア 184 練習 船 日 本 丸 
22 動物 園 の 島 81 シャ ボテ ン 132 日 本 の 映画 185 悲 修 な 歴史 
掴 23 様式 の 歴史 gs2 新 劇 133 能 登 ー ド ィ ッ ー 
24 銅 山 83 郵便 切手 134 山 形 県 186 ボッ ティ チェ リ 
25 ス イ ス 84 か いこ の 村 135 福沢 諭吉 187 東海 首 
26 ス キ 一 85 伊豆 の 漁村 136 利 根 川 五 十 三次 
27 京都 一 歴史 的 86 奈良 一 東部 一 137 鹿児島 県 188 離さ れ た 国 
に みた 一 87 奈良 一 西部 一 138 伊豆 半島 189 松 島 
28 力 . と 運動 88 ヒマ ラ ヤ 139 日 本 の 森林 190 家庭 の 電気 
29 アメ リカ の 89 上 高 地 140 高 知 県 191 アメ リカ の 
農業 90 電 力 141 チェ ー ホ フ 地方 都市 
30 アル プス 91 松 142 仏教 美術 192 五島 列島 
31 山 の 鳥 92 動物 の 表情 143 一 年 生 193 塩 の 話 
32 奈良 の 大 仏 93 金 沢 144 長 野 県 194 ぷ リ の 素顔 
33 尾 瀬 94 自動 車 の 語 145 塩 原 195 由 浜 
34 電 95 薬師 寺 ・ 146 日 本 の 庭園 196 日 系 
35 野球 の 科学 の 147 木 アメ リカ 人 
36 星 と 宇宙 96 日 本 の 人 形 148 忘れ られ た 島 197 イ ン カ 
37 政 の 録 察 97 シス ティ ナ 149 近東 の 旅 198 奈良 を めぐ る 
38 長 崎 礼拝 堂 150 和歌 山県 一 傘 か ら 一 
39 高 野 山 98 美 人 画 151 函 館 199 子供 は 見 る 
40 院 豆 200 雪 舟 
大 201 東 京 都 
死 202 アフ ガニ 
富 ゴ スタ ン の 旅 
2083 渡 - り 伺 
204 群 馬 県 
205 プラ ジル 6 9 * ーー 
206 ルー ヴ ル 5 
、 美術 館 ) の 
の 0 前 十 二 ヵ 岳 頂 上 より (12 月 末 ) 
49 石 炭 209 日 本 ・ - 
50 桂 離 宮 と -1956 年 8 月 15 日 - 
修学 院 210 富 山 県 
51 日 光 211 毛織 物 の 話 
52 醤 油 212 北 海道 
53 文 楽 ( 東 ・ 北 部 ) 
54 水辺 の 鳥 
米 E 
正 倉 院 ( 二 ) 二 
石 油 道 
千代 田城 婦 
歌 舞 伎 分 
高山 の 花 ョ 
波 ょ 


北 北西 術 の 弓 射 塚 より (5 月 ) 南東 攻 の 須山 よ り (5 月 ) 


梨 ヶ 原 が ら の 富士 


